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正信偈のすすめ
し ょ う し ん げ

正信偈はお釈迦様の説かれたお経とは違い、親 鸞 聖 人が書かれた偈文とい
しょうしんげ しんらんしょうにん げ も ん

われる詩のことです。阿弥陀如来の本願をなんとしても大勢の方々に伝えた
うた あ み だ に ょ ら い

いと、親鸞聖人の九十年御生涯の情熱と教えのすべてが込められております。

日曜礼拝や定例法話などで皆さんとお勤めさせていただいております。お経

と違い抑揚をつけてお勤めするので覚えやすいと思いますので、どうぞお参

りください。

※経本を本堂の床や椅子の上に直接置いている方がおられます。トイレに持

ち込まれる方もおられるようです。お釈迦様の説かれたお経や、親鸞聖人の

書かれた偈文など、み教えが書かれた大切なものです。丁寧に扱いましょう。

大切なものですから、お勤めの始めと終わりに額に押し頂くことが大切です。

～ あ ゆ み ～

☆ 秋の彼岸法要と仏花の後片付け

平成２７年９月２０日から２６日の７日間、婦人会では恒例の参詣者への

お茶接待とお墓用の仏花、お線香販売をいたしました。延べ２０名の方々に

御苦労をいただきました。今回も小さなお子様へのお菓子を本堂に上がって

お参りいただき手渡ししたことで、大人の方にも本堂へ上がっていただける

ことが増えたように思います。

１０月４日の日曜礼拝の後、婦人会が中心となって有志

の方にもお手伝いいただき、お墓の花の後片付けをいたし

ました。お墓には未だに茶碗やコップ、お酒、ビールなど

が多くお供されていました。お供えする気持ちはよく分か

りますが、お墓には水鉢と呼ばれるお水を注ぐところがあ

るので必要ありません。それにお酒やビールの栓を開けて

行かれる方もいますが墓石が駄目になるので本当に止めた

方が良いようです。カラスにも狙われますよ。

☆ 報恩講をお迎えする準備清掃奉仕

１１月２０日は婦人会有志１７名による清掃奉仕をいたしました。本堂、

客殿、法中控え室、トイレ、廊下、本堂の地下室など全般にわたり主婦の力

を発揮いただき、午前中に綺麗に仕上げることができました。午後には役員



さんが報恩講に参詣された方々へ振る舞うけんちん汁を作りました。

１１月２１日報恩講では、参詣者の皆さんからけんちん汁が本当に美味しい

との声をいただきました。本当に良かった！！

☆ 東本願寺報恩講参詣

１１月２８日午前８時にバスで本弘寺出発。御本山へは１０時前に到着し、

御満座法要に間に合うことができ皆さんと一緒に参詣し、今年５０才をお迎
ご ま ん ざ ほ う よ う

えになられた御法主台下の御親教も聴聞させていただくことができました。
ご ほ っ す だ い か ごしんきょう

お昼にはミシュランガイドの星を取った「ビストロカトリ」にてイタリア料

理を堪能し、参加者２０名楽しく帰路につきました。

☆ 修 正 会（初詣）と新年会
しゅうしょうえ

平成２８年１月１日、婦人会の行事ではありませんが、元旦の

午前０時より本堂にて本堂いっぱいの皆さんと共に正信偈のお勤

めをさせていただきました。皆さんと一緒のお勤めは大変気持ち

の良いものですよ。ご住職のご法話が終わると境内では本弘寺役

員ご有志の方と、仕出し屋さんによるお汁粉とおでんが振る舞わ

れました。身も心も暖めてくださいました。早くからご準備くだ

さるご苦労が身にしみます。ナムアミダブツ。

１月８日は１１時より定例法話、正午より客殿にて新年会が行われました。

皆勤賞１０名、精勤賞２名の方に嬉しい賞品が手渡されました。楽しい会食

のあとは、脳活ゲーム、歌ゲーム、じゃんけんゲーム。続いてビンゴ大会盛

り上がりました。商品は予算のこともあり知恵を絞った品々でしたが、皆さ

ん楽しんでいただけたでしょうか？今年は３４名の方がご参加くださいまし

た。ありがとうございました。

会 員 の 広 場

本弘寺の檀家にさせていただいて４５年。何度も“婦人会に！”と声をか

けていただきましたが・・・

昨年１月、主人を亡くしポッカリと穴の開いた毎日を送る日々。これでは

いけないと入会させていただきました。お盆にはお花やお線香の販売、参詣

者の皆様への接待と何もかもが初めて。合間合間のおしゃべりもとても楽し

い１日でした。今年は１泊研修にも参加させていただきたいと思っています。

今は毎月８日の定例会が待ち遠しいです。これからもよろしくお願いいたし

ます。合掌 大場幸子


